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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
全
国
交
流
集
会

・
熊
本
集
会
開
催
さ
れ
る
！

ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「み
ん
な
が
団
結
し
て
、
行
動
す
れ
ば
、
未
来
は
開
け
る
』

す

ユ
ニ
オ
ン
全
国
集
会
開
催
さ
れ
る

１
１
月
２
５
～
２
６
日
、
熊
本
城
内
シ
ビ

ッ
ク
ホ
ー
ル
で
、

「み
ん
な
が
団
結
し
て
、

行
動
す
れ
ば
、
未
来
は
開
け
る
！

」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
全
国

ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
全
国
交
流
集
会
が
、
１
９
都

道
府
県
、
５
５
余
の
ユ
ニ
オ
ン

・
団
体
か
ら

２
８
０
人
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
庄

内
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
も
２
人
が
参
加
し
て
、
全

国
の
仲
間
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ユ
ニ
オ
ン
は
、

「自
分

た
ち
で
組
合
を
必
要
と
し
、
結
成
し
て
行
動

し
て
お
り
、
ど
の
取
り
組
み
も
困
難
で
は
あ

る
が
、
必
死
に
活
き
活
き
と
取
り
組
ん
で
い

る
」
報
告
が
印
象
的
で
し
た
。

第
８
分
科
会
の

「組
合
を
つ
く
っ
て
闘
お

う
」
を
報
告
し
ま
す
。

第
８
分
科
会
は
、
ユ
ニ
オ
ン
の

「組
織
化
」
を
テ

ー
マ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
４
時
間
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実
施
し
た
札
幌
地
域
労

組
千
歳
相
互
バ
ス
支
部
と
、
グ
ー
グ
ル
ジ
ャ
パ
ン
・

ユ
ニ
オ
ン
を
結
成
し
た
東
京
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
か
ら

の
報
告
を
受
け
、
討
論
し
ま
し
た
。
討
論
で
重
要
と

思
わ
れ
た
の
は
、
職
場
に
あ
る
問
題
点
の
共
有
化

で
、
千
歳
相
互
バ
ス
支
部
は
、
２
ｏ
ｌ
Ｏ
年
に
従
業

員
の
過
半
数
を
組
織
し
て
結
成
さ
れ
、
以
後
１
４
年

間
、
組
合
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
、

組
合
脱
退
者
が
続
き
、
存
続
の
危
機
に
あ
り
ま
し

た
。
今
回
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
き
っ
か
け
に
、
こ
れ
ま

で
組
合
と
距
離
を
お
い
て
い
た
従
業
員
が
た
く
さ
ん

組
合
に
入
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と

が
で
き
た
の
か
、
そ
の
秘
訣
を
知
り
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

札
幌
地
域
労
組
の
鈴
木

一
副
委
員
長
は
、

「社
長

が
交
代
し
―
退
職
金
カ
ッ
ト
や
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
、
悪

い
こ
と
を
や
り
だ
し
た
。
支
部
長
は
じ
め
組
合
員
が

そ
ん
な
経
営
に
怒
り
、
闘
っ
た
こ
と
で
、
職
場
の
労

働
者
の
共
感
を
呼
び
、
組
合
の
必
要
性
を
呼
び
覚
ま

し
た
こ
と
。
も
う

一
つ
は
、
支
部
長
の
信
頼
が
厚
く

職
場
に
良
い
雰
囲
気
を
つ
く
り
、
職
場
の
仲
間
の
不

満
や
要
望
を
取
り
上
げ
て
交
渉
を
し
た
の
が
、
成
功

の
秘
訣
で
あ
る
。
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

鈴
木
副
委
員
長
は
、
組
合
役
員
が
心
掛
け
る
こ
と

と
し
て

「職
場
に
あ
る
問
題
点
を
共
有
化
す
る
こ

と
。
そ
の
た
め
に
、
①
組
合
員
と
話
し
込
み
、
聞
き

込
み
を
す
る
こ
と
が
大
切
。
②
そ
し
て
問
題
を
共
有

化
し
、
解
決
策
を

一
緒
に
考
え
、
方
針
を
決
定
し
指

し
示
す
。
」
こ
と
だ
と
言
い
ま
す
。
こ
の

「職
場
の

問
題
点
の
共
有
化
が
大
切
だ
」
と
思
い
ま
し
た
。

新
給
食
セ
ン
タ
ー

直
営
堅
持
を
一要
釜鋼

鶴
岡
市
Ｌ
市
民
会
議

鶴
岡
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（鶴
岡
セ
ン
タ
ー
）の
老
朽
化
に

伴
う
新
セ
ン
タ
ー
整
備
に
関

し
、
雪
川
地
区
平
和
セ
ン
タ
ー

（荒
井
滋
議
長
）な
ど
で
つ
く
る

一覇
川
地
区
学
校
給
食
を
守
る

要
請
書
に
つ
い
て
説
明
す
る
荒
丼

滋
議
長

（左
か
ら
３
人
目
）

・
鶴
一電
市
役
所

市
民
会
議
」
は
１
月
３０
日
、市
と

市
教
育
委
員
会
に
対
し
、
直
営

を
堅
持
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

要
請
内
容
は
２
項
目
で
、
他

に
子
ど
も
、
保
護
者
、
栄
養
教

一職
員
、
調
理
員
、
教
育
現
場
の

一教
職
員
の
意
見
、要
望
を
聞
き
、

一そ
の
実
現
、
反
映
を
図
る
こ
と

を
盛
り
込
ん
だ
っ

荒
井
議
長
、
斎
藤
秀
隆
県
教

職
員
組
合
田
川
地
区
支
部
長
、

な
泉
信
三
田
川
地
区
退
職
者
連

合
会
長
ら
が
市
役
所
を
訪
れ
、

皆
着
治
市
長
と
布
月
敦
教
育
長

に
要
請
書
を
手
渡
し
た
。
荒
丼

議
長
が

「災
害
時
の
対
応
を
考

え
て
も
学
校
給
食
は
直
営
で
し

っ
か
り
調
理
し
て
は
し
い
」
な

ど
と
訴
え
、
皆
川
市
長
は

「広

く
意
見
を
聞
き
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
し
た
。

新
セ
ン
タ
ー
は
ｎ′山０
２
Ｑ
〉年

度
の
稼
働
を
目
指
し
、
建
設
地

や
事
業
手
法
、
市
内
の
他
の
四

つ
の
セ
ン
タ
ー
と
の
集
約
化
な

ど
を
検
討
し
て
い
る
。

（近
岡
国
史
）

休 憩 後 、
「

く ま モ ン 」 が 登 場

蠣
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いつまでも佳みつづけられるまちづくりをめぎして !
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灘
「鶴
岡
市
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
」
に
つ
い
て
要
請

要
請
で
は
、
過
日
開
催
し
ま
し
た

「学
校
給
食
を
考
え
る
集
い
」

で
出
さ
れ
た

［民
間
委
託
の
心
配
、
現
場
で
の
工
夫
や
努
力
、
メ
ニ

ュ
ー
の
要
望
、
子
ど
も
た
ち
の
意
見
聞
い
て
ほ
し
い
］等
の
要
望
も

伝
え
ま
し
た
。

山
形
新
聞
２
０
２
４
年
２
月
２
日
の
記
事
を
転
載
し
、
報
告
し
ま
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